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力
の
抜
本
的
強
化
」
と
し

て
、
防
衛
費
を
５
年
で
43
兆

円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
を
目
指

す
と
し
た
大
軍
拡
方
針
を
、

高
市
政
権
は
さ
ら
に
前
倒
し

・
加
速
化
。
大
変
な
軍
事
優

先
ぶ
り
だ
。

　

軍
拡
路
線
の
具
体
化
と
し

て
防
衛
装
備
を
担
う
大
手
重

工
３
社
が
軒
並
み
最
高
益
を

更
新
し
て
い
る
。
３
社
の
お

得
意
先
は
防
衛
省
だ
。
24
年

ち
だ
し
た
、「
国
会
議
員
定

数
の
１
割
削
減
」。
国
会
で

成
立
を
め
ざ
す
と
い
う
。
議

員
の
経
費
が
削
減
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
財
源
が
国
民
生
活

に
ま
わ
り
暮
ら
し
が
豊
か
に

な
る
な
ど
の
思
い
を
持
つ
人

も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

　

高
市
政
権
で
防
衛
費
が
急

拡
大
し
て
い
る
。
２
０
２
５

年
11
月
の
補
正
予
算
決
定
を

経
て
、
25
年
度
の
防
衛
関
連

費
は
11
兆
円
に
達
し
た
。
22

年
末
に
岸
田
政
権
が
「
防
衛

　

維
新
の
会
が
自
民
党
と
の

連
立
の
絶
対
条
件
と
し
て
持

度
の
防
衛
省
の
調
達
品
契
約

実
績
で
は
三
菱
重
工
が
ト
ッ

プ
で
、
調
達
額
は
１
兆
４
５

６
７
億
円
だ
と
い
う
。

　

税
金
が
護
衛
艦
や
ミ
サ
イ

ル
に
化
け
、
軍
事
産
業
の
食

い
物
に
さ
れ
て
い
る
。
現
政

権
下
で
、
軍
拡
が
安
全
保
障

で
は
な
く
、
経
済
政
策
と
し

て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
国
民
の
目
に
は
台
湾
有

事
が
煽
ら
れ
、
同
時
に
軍
需

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
今

回
の
自
民
党
の
裏
金
問
題
で

政
治
家
の
身
を
斬
ら
せ
る
と

の
視
点
か
ら
、
定
数
削
減
に

賛
成
す
る
人
も
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
議
員
定

数
削
減
は
、
む
し
ろ
国
民
が

求
め
る
政
治
か
ら
一
層
遠
ざ

産
業
で
経
済
が
上
向
く
か
の

よ
う
な
政
府
寄
り
の
発
信
が

さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
、

税
金
に
し
が
み
つ
く
し
か
な

く
な
っ
た
日
本
財
界
の
末
路

で
あ
る
。

　

一
方
、
国
が
責
任
を
持
つ

べ
き
医
療
・

社
会
保
障
に

は
、「
医
療
費
亡
国
論
」
と

世
代
間
分
断
が
振
り
ま
か

れ
、
抑
制
あ
り
き
の
政
策
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
被
災
地

や
地
方
で
は
医
療
に
ア
ク
セ

ス
で
き
な
い
状
況
も
生
ま

れ
、
保
険
料
を
納
め
て
い
て

も
医
療
に
か
か
れ
な
い
実
態

が
す
で
に
起
こ
っ
て
い
る
。

け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

政
治
と
カ
ネ
の
問
題
は
選

挙
制
度
で
ご
ま
か
す
も
の
で

は
な
く
、
企
業
・
団
体
献
金

の
廃
止
を
正
面
か
ら
議
論
す

る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
一

方
、
選
挙
制
度
に
目
を
向
け

れ
ば
、
小
さ
な
選
挙
区
で
少

数
の
当
選
者
し
か
出
さ
な
い

選
挙
制
度
の
下
で
は
多
く
の

民
意
が
死
票
と
し
て
切
り
捨

て
ら
れ
て
し
ま
う
。
死
票
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
に
比
例
代

表
制
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
維

国
家
的
詐
欺
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

長
年
に
わ
た
る
低
診
療
報

酬
が
続
き
、
物
価
や
人
件
費

が
高
騰
す
る
中
、
特
に
歯
科

医
療
機
関
数
は
近
年
減
少
傾

向
に
あ
る
。
診
療
報
酬
改
定

率
が
先
に
低
く
決
め
ら
れ
、

そ
の
枠
内
で
点
数
を
や
り
繰

り
す
る
方
法
で
は
、
地
域
医

療
が
継
続
で
き
る
は
ず
も
な

い
。

　

歯
科
医
師
、

歯
科
衛
生

士
、
歯
科
技
工
士
が
正
当
に

評
価
さ
れ
、
患
者
が
受
診
を

諦
め
ず
に
済
む
医
療
提
供
体

制
が
不
可
欠
だ
。

新
は
比
例
定
数
を
削
減
す
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
人

口
減
少
の
進
む
地
方
で
よ
り

多
く
の
定
数
が
削
減
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
１
票
競
り
負

け
た
だ
け
で
多
く
の
民
意
が

死
票
と
な
り
、
地
方
の
声
が

よ
り
届
か
な
く
な
っ
て
い

く
。
多
様
な
思
い
を
汲
ま

ず
、
地
方
の
意
見
に
耳
を
貸

さ
な
い
。
こ
ん
な
政
治
が
国

民
生
活
を
よ
く
す
る
わ
け
が

な
い
。
民
意
が
反
映
さ
れ
る

国
会
を
私
た
ち
は
求
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

大阪府歯科保険医協会会員学習会

開催概要
日時：２月14日（土） 
　　　17時45分～19時30分
会場：大阪府保険医協同組合会館 
　　　M&Dホール
主催：大阪府歯科保険医協会
参加方法：
① 会場参加※現地参加者には新点
数最新情報の資料を用意します

② Zoomによるオンライン参加
（要事前申込）

参加費：無料（会員対象）

　高市政権のもと、国債を乱発し
ながら防衛費は年間11兆円規模
へと急拡大し、軍需産業は過去最
高益を更新。軍拡は今や「安全保
障」ではなく、税金を原資とした
経済政策となっている。一方で、
医療・社会保障は世代間分断論を
背景に抑制され、特に医療は低診
療報酬の長期化で提供体制そのも
のが揺らいでいる。軍拡と社会保
障の関係を経済
の視点から問い
直す。

講師
石川康宏氏
神戸女学院大学名誉教授
経済学・経済理論

経済から問い直す
軍拡と社会保障の関係

政
治
と
カ
ネ
の
問
題
は
正
面
か
ら
議
論
す
べ
き

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

戸
井
逸
美
（
豊
中
市
）

永
田　

篤
（
茨
木
市
）

受
診
を
諦
め
さ
せ
な
い

民
意
反
映
す
る
国
会
を

自
民
・
島
田
氏
＝
11
月
20
日

立
憲
・
森
山
氏
＝
10
月
30
日

れ
い
わ
・
八
幡
氏
＝
10
月
30
日

説
明
に
耳
を
傾
け
る
八
幡
氏

＝
12
月
４
日　
　
　
　
　
　

共
産
・
大
門
氏
＝
10
月
30
日

共
産
・
辰
巳
氏
＝
10
月
30
日

説
明
に
耳
を
傾
け
る
辰
巳
氏

＝
12
月
４
日　
　
　
　
　
　

　

２
０
２
５
年
10
月
30
日
を

皮
切
り
に
、
11
月
20
日
、
12

月
４
日
と
波
状
的
に
国
会
議

員
や
省
庁
要
請
に
取
り
組

み
、
２
千
人
に
迫
る
「
緊
急

の
実
状
を
伝
え
た
。

　

面
談
に
は
、
島
田
智
明
衆

院
議
員
（
自
民
）
、
森
山
浩

行
衆
院
議
員
（
立
憲
）
、
大

門
実
紀
史
参
院
議
員
（
共

産
）
、
辰
巳
孝
太
郎
衆
院
議

員
（
共
産
）
、
八
幡
愛
参
院

議
員
（
れ
い
わ
）

が
応
じ

た
。
ま
た
、
自
民
、
公
明
、

維
新
、
国
民
、
れ
い
わ
、
参

政
、
無
所
属
の
各
秘
書
23
人

が
応
接
し
た
。
そ
の
中
で
、

財
政
措
置
と
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
」
会

員
署
名
と
「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」

署
名
２
万
筆
を
届
け
、
歯
科

森
山
、
辰
巳
、
八
幡
各
議
員

が
、
大
阪
で
集
約
し
た
「
保

険
で
よ
い
歯
科
」
署
名
の
紹

介
議
員
を
引
き
受
け
た
。

　

面
談
で
は
、
20
年
間
殆
ど

上
が
っ
て
い
な
い
歯
科
技
術

料
の
実
例
を
挙
げ
て
診
療
報

酬
の
10
％
以
上
の
引
き
上
げ

を
求
め
た
。
ま
た
、
金
パ
ラ

の
随
時
改
定
が
逆
ザ
ヤ
の
ま

ま
告
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
や

歯
科
材
料
・
器
材
は
輸
入
品

が
多
く
円
安
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
か
ら
緊
急
財
政

措
置
の
必
要
性
を
訴
え
、
議

員
や
秘
書
ら
が
大
き
く
頷
く

場
面
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

上
京
団
は
、
小
澤
力
理
事

長
を
先
頭
に
、
戸
井
逸
美
、

矢
部
あ
づ
さ
各
副
理
事
長
、

江
原
豊
、
玉
川
尚
美
、
平
野

権
栄
、
米
永
哲
朗
各
理
事
が

参
加
。
住
江
憲
勇
保
団
連
名

誉
会
長
や
高
本
英
司
大
阪
協

会
副
理
事
長
と
も
行
動
を
共

に
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
30
日
に
開
か

れ
た
歯
科
医
療
危
機
打
開
集

会
に
は
「
保
険
で
良
い
歯
科

大
阪
連
絡
会
」
か
ら
西
川
勝

美
技
工
士
、
増
田
宏
美
衛
生

士
が
参
加
し
た
。

　

協
会
は
２
０
２
５
年
10
月
か
ら
臨
時
国
会
開
会
中
に
３
度

上
京
し
、
保
団
連
の
国
会
議
員
要
請
行
動
に
参
加
。
大
阪
選

挙
区
や
近
畿
比
例
選
出
の
議
員
・
秘
書
と
面
談
し
た
。

波状的に国会要請や集会
緊急財政措置、診療報酬大幅UP、患者負担軽減

「保険で良い歯科」請願署名に３人が紹介議員

歯科決起集会＝2025年10月30日、星稜会館

２
０
２
５
年

２
０
２
５
年    　　

1010
・・
3030
、、
1111
・・
2020
、、

1212
・
４
国
会
行
動

・
４
国
会
行
動

応
対
議
員
一
覧

応
対
議
員
一
覧

◆
参
議
院

大
門
実
紀
史
（
共
産
）
署
名

１
０
０
０
筆

【
秘
書
応
接
】

◆
衆
議
院

青
柳
仁
士
・
池
下
卓
・
井
上

英
孝
・
梅
村
聡
・
遠
藤
敬
・

奥
下
剛
光
・
黒
田
征
樹
・
西

田
薫
・
萩
原
佳
・
馬
場
伸
幸

・
守
島
正
（
維
新
）
、
浮
島

智
子
・

鰐
淵
洋
子
（
公

明
）
、

尾
辻
か
な
子
（
立

憲
）
、

平
岩
征
樹
（
無
所

属
）
、
大
石
晃
子
（
れ
い
わ
）

【
本
人
面
接
】

◆
衆
議
院

島
田
智
明
（
自
民
）
、
森
山

浩
行
（
立
憲
）
署
名
１
０
０

０
筆
、

辰
巳
孝
太
郎
（
共

産
）
署
名
２
１
３
０
筆
、
八

幡
愛
（
れ
い
わ
）
署
名
１
０

０
０
筆

◆
参
議
院

松
川
る
い
（
自
民
）
、
杉
久

武（
公
明
）
、
辻
元
清
美（
立

憲
）
、
岡
崎
太
（
維
新
）
、
浜

野
喜
史
（
国
民
）
、
梅
村
み

ず
ほ
、
宮
出
千
彗
（
参
政
）

◆
衆
議
院

小
森
卓
郎
（
自
民
・

石

川
）
、
島
田
智
明
（
自
民
・

比
例
近
畿
）
、

藤
原
規
眞

1010
月月
3030
日　
　
　

日　
　
　

歯
科
決
起
集
会
の

歯
科
決
起
集
会
の

参
加
国
会
議
員　

参
加
国
会
議
員　

（
立
憲
・
愛
知
）
、
橋
本
幹

彦
（
国
民
・
埼
玉
）
、
田
中

健
（
国
民
・
静
岡
）
、
田
村

貴
昭
（
共
産
・

比
例
九

州
）
、
福
島
伸
享
（
有
志
・

改
革
の
会
・
茨
城
）

◆
参
議
院

上
月
良
祐
（
自
民
・
茨
城
）
、

若
林
洋
平
（
自
民
・
静
岡
）
、

小
西
洋
之
（
立
民
・
千
葉
）
、

山
添
拓
（
共
産
・
東
京
）
、

小
池
晃
（
共
産
・
比
例
）
、

白
川
容
子
（
共
産
・
比
例
）

実
状
伝
わ
り
共
感
広
が
る

実
状
伝
わ
り
共
感
広
が
る

５
議
員
・
９
会
派
が
応
接

５
議
員
・
９
会
派
が
応
接


